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タンカン・ＴＡＮＫＡＮ・短観
（日銀「企業短期経済観測」とは何か）

  今週の３日、日銀より通称タンカン（短観、正
式には企業短期経済観測調査）が発表された。年
４回発表されるこの短観は、発表日の翌日の新聞
で大きく取り上げられるので、多くの方がこうし
た日銀調査のあることは知っている。だが、この
短観が一体どういうものであり、その意味するも
のは何なのかは案外知らないようだ。
  中小企業経営者がこのようなものを知る必要
があるのかと聞かれれば、私は「詳しく知る必要
など無いが、同じ経営者達が現在の状況や今後の
見通しをどう考えているのか知ることが出来ま
すよ」と答える。そうなのだ、この短観という奴
は、計数実績を知るためのデータであるというよ
り、経営者の見方や判断、あるいは意識を指数化
したものとして意味があるのだ。

  日銀短観と云えば色々な思い出がある。かつて
マーケットの前線で仕事をしていた頃、この短観
が出る当日、短観資料を貰うために多くの金融関
連に勤務する者が日銀の門前に並んだ。そして貰
った資料を持ち帰って素早く分析する。分析した
資料をまず自社の関連部署に流し、その後お得意
先に配布する。そんなことが年４回、定例行事の
ように行われていた。
  何のためにそんなことをするかと云えば、その
データを少しでも早くしかも正確に知ることが
出来た者はマーケットで幾らかの勝ちを収める
ことが出来ると信じられていたからだ。私は少し
く疑問に思っていたが、確かに短観の内容によっ
て債券が買われたり、あるいは株や為替が変動し
たりしていた。だから一刻も早く短観の内容を知
りマーケットで行動を起こす、これが重要だと考
えているマーケット関係者は多かった。

  ところが２年ほど前から、日銀は短観のインタ
ーネット配布を始めた。当然であるが日銀の門前
に並ぶ人は少なくなって、やがて誰もいなくなっ
た。そしてこれも当然であるが、誰でも同じ時刻
に同じデータを入手できるようになった。
  今手元にインターネットからダウンロードし
た短観がある。私のように田舎にいる者でも、勿
論外国にいる者でも、日銀がネットに公表すると
同時にデータを手に入れることが出来る。日銀の
近くにいる者が優位にある等という馬鹿げたこ

とがなくなって、短観が金融機関の商売道具から
解放された。そして、経営者の経営判断の動向を
知る指標としての意味を獲得したように思う。

  この短観は、全国の主要企業や中小・中堅企業
９，０００社以上を調査対象とするもので、①継
続性がある、②回答率が極めて高い、③速報性が
ある、ことに特徴がある。３月、６月、９月、そ
して１２月に回答期間を設け、その集計したもの
を翌月初公表する仕組みとなっている。 今月３
日午前 8時３０分に公表された短観は、２月に対
象企業に調査表が送られ、３月回答があったもの
を集計したものである。
  主な調査内容は、①業況判断（各企業が足元と
先行きの業況をどう見ているか）、②製商品需
給・在庫・価格判断、③売上・収益計画（売上と
利益の計画変化を見る）、④設備投資計画、⑤雇
用（過剰か不足かを見る）、⑥企業金融（資金繰
りが楽か苦しいか等を見る）である。

  上記調査内容を構成する主たるものは「経営者
の判断」である。実際の数字よりも判断を重要視
している。業況判断に始まって、製商品需給判
断・在庫水準判断・価格判断、生産設備判断、雇
用人員判断、資金繰り判断・金融機関貸出態度判
断・借入金利水準判断等が調査表を通して聞かれ
る。そしてその判断が指数化される。
  業況判断で云えば、業況が「良い」「上向いて
いる」と答えた企業の割合から、「悪い」「下向
いている」と答えた企業の割合を差し引いた数字
が業況判断指数（インデックス）となる。例えば
この指数が▲１０だとすれば、「良い」と回答し
た企業が４５％、「悪い」と答えた企業が５５％
あった（４５－５５）ことを示している。

  今回の大企業・中堅企業・中小企業の業況判断
指数を表にしてみた。

中小企業 中堅企業 大企業
９９年１２月 ▲３０ ▲２４ ▲１８
００年３月 ▲２７ ▲２０ ▲１２
先行き ▲２５ ▲１５ ▲７
  上記の通り、中小企業経営者の業況判断の改善
具合は大企業に比べて大きく遅れている。しかし
上向いているのも事実である。悪い悪いと云って
いる内に大企業はかなり戻してきた。私達中小企
業も、知恵を絞り汗を流して自らの力で業況判断
を変えて行くことが今求められている。


